
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　吸込口と、該吸込口に接続される支柱用パイプと、該支柱用パイプの前側に
装着される掃除機本体と、前記支柱用パイプの上端開口と掃除機本体の吸込口とを支柱用
パイプの前側で接続するホースとを備えてなる電気掃除機。
【請求項２】
　前記支柱用パイプ上部の少なくとも一部が支柱用パイプの前側に曲げられ、当該支柱用
パイプの曲げられた部分の上端に前記上端開口が形成されてなる請求項 載の電気掃除
機。
【請求項３】
　前記支柱用パイプの曲げられた部分の後側にグリップが固着されてなる請求項 記載の
電気掃除機。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は電気掃除機に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来より、掃除する場所に応じて変形可能な電気掃除機として、掃除機本体が支柱用パイ
プに着脱自在に固定されることによってアップライトとしての使用状態や掃除機本体を支
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柱用パイプから外した状態で使用することができる兼用タイプの電気掃除機がある（たと
えば、実開平４－８０４５５号公報）。
【０００３】
従来の兼用タイプの電気掃除機は、図８に示されるように、掃除機本体３１と、ホース４
０と、支柱用パイプ３２と、ロータリーベンド３３と、吸込口３４とから構成されている
。これらの構成要素が順に接続されることにより、掃除機本体３１と支柱用パイプ３２と
が分離した、掃除機本体を支柱用パイプから外した状態になる。
【０００４】
さらに、掃除機本体３１側の凹部３５に前記支柱用パイプ３２側の突起３６を嵌合させる
ことにより、図８に示されるアップライトとしての使用状態に変形することができる。
【０００５】
アップライトとしての使用状態においては、ホース４０は、上端が支柱用パイプ３２後側
のグリップ３７のほぼ下の位置に接続され、中間部分が支柱用パイプ３２の側方を回り込
み、下端が支柱用パイプ３２前側の掃除機本体３１に接続されている。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
しかし、前記従来の電気掃除機は、アップライトとしての使用状態において、ホース４０
の上端付近の部分がグリップ３７の下から支柱用パイプ３２後方へ突出している。そのた
め、ホース４０の使用者にこすれるように当たり、使いにくいという問題がある。
【０００７】
本発明はかかる問題を解消するためになされたものであり、アップライトとしての使用状
態においてホースが使用者に触れることなくスムーズに操作することができる電気掃除機
を提供することを目的とする。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の請求項 にかかわる電気掃除機は、吸込口と、該吸込口に接続される支柱用パ
イプと、該支柱用パイプの前側に着脱自在に装着される掃除機本体と、前記支柱用パイプ
の上端開口と掃除機本体の吸込口とを支柱用パイプの前側で接続するホースとを備えてな
ることを特徴としている。
【００１０】
前記支柱用パイプ上部の少なくとも一部が支柱用パイプの前側に曲げられ、当該支柱用パ
イプの曲げられた部分の上端に前記上端開口が形成されてなるのが好ましい。
【００１１】
前記支柱用パイプの曲げられた部分の後側にグリップが固着されてなるのが好ましい。
【００１２】
　本発明の請求項 かかわる電気掃除機は、電気掃除機本体および支柱用パイプの上端
開口が当該支柱用パイプの前側に配設され、かつ電気掃除機本体と上端開口とを接続する
ホースが全長にわたって支柱用パイプの前側に配設されている。そのため、アップライト
としての使用状態において、ホースが支柱用パイプの後側にいる使用者に当たることがな
くなり、その結果、使いやすくなる。
【００１３】
【発明の実施の形態】
つぎに、図面を参照しながら、本発明の電気掃除機を詳細に説明する。図１は本発明の電
気掃除機の一実施例を示すアップライトとしての使用状態の電気掃除機の斜視説明図、図
２は図１の電気掃除機のアップライトとしての使用状態に変形する途中の状態を示す斜視
説明図、図３は図１の掃除機本体をハンディ状態で使用している状態を示す説明図、図４
は図１の電気掃除機を掃除機本体を支柱用パイプから外した状態に変形して使用している
状態を示す説明図、図５は図１の支柱用パイプの後側にスキマノズルが取り付けられた状
態を示す支柱用パイプの部分拡大図、図６は図１のグリップの部分拡大正面図および図７
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は VII－ VII線断面図である。
【００１４】
本実施例の電気掃除機は、図１～３に示されるように、掃除機本体１が支柱用パイプ２に
着脱自在に固定されることによってアップライトとしての使用状態（図１参照）、掃除機
本体を支柱用パイプから外した状態（図４参照）および掃除機本体１のみで用いるハンデ
ィ状態（図３参照）で使用ができる兼用タイプの電気掃除機である。なお、図４に示され
る掃除機本体を支柱用パイプから外した状態は、一例として、手持ち式が例にあげられて
いるが、掃除機本体１に車輪を取り付ければ、掃除機本体１を床面を転がして使用するよ
うな、掃除機本体を支柱用パイプから外した状態も可能になる。
【００１５】
図１～２に示される電気掃除機は、掃除機本体１と、支柱用パイプ２と、ロータリーベン
ド３と、ロータリーパイプ４と、吸込口５と、ホース６とから構成されている。
【００１６】
支柱用パイプ２は、図１に示されるように、上端開口２ａが掃除機本体１の吸入口１ａに
ホース６を通して接続されている。また、支柱用パイプ２の上部には、手で持つためのグ
リップ７が固着されている。
【００１７】
図１～２に示される電機掃除機においては、掃除機本体１の下面１ｂは、支柱用パイプ２
の前側に後述する固着方法で着脱自在に固定されている。また、支柱用パイプ２の上端開
口２ａが支柱用パイプ２の前側に形成されている。そして、前記掃除機本体１と支柱用パ
イプ２とのあいだを接続するホース６は、全長にわたって前記支柱用パイプ２の前側に配
設されている。そのため、図１のアップライトとしての使用状態において、ホース６が支
柱用パイプ２の後側にいる使用者に当たることがなくなり、操作がしやすくなる。
【００１８】
また、図１に示されるように、前記支柱用パイプ２上部の少なくとも一部、たとえば支柱
用パイプ２上部のベンド部２ｂが支柱用パイプ２の前側に曲げられ、当該支柱用パイプ２
の曲げられたベンド部２ｂの上端に前記上端開口２ａが形成されているため、かかる上端
開口２ａに接続されるホース６を使用者からより遠くへ遠ざけることができ、さらに使い
やすくなる。
【００１９】
しかも、前記ベンド部２ｂの後側にグリップ７が固着されているため、グリップ７を手で
持ちやすく、しかも使いやすい。
【００２０】
図２に示されるように、支柱用パイプ２とロータリーベンド３とのあいだは、Ｃリング３
０によって、回転できないように着脱自在に接続されている。
【００２１】
ロータリーベンド３とロータリーパイプ４とは回転自在に接続されている。なお、８は、
ロータリーパイプ４がロータリーベンド３から抜けるのを防止するためのロックピース、
９はロータリーパイプ４の下端開口４ｃに固着された中空の回動軸である。回動軸９は、
吸込口５の後部に回転自在に接続されている。
【００２２】
図１～２に示されるように、前記掃除機本体１の下面１ｂは、前記支柱用パイプ２の外面
に対して、着脱自在に固定することができる。本実施例における固定方法は、まず、掃除
機本体１の下面１ｂの後端に形成された図２における下向きの凹部１ｃをロータリーパイ
プ４に設けられた図２における上向きの凸部４ｄに嵌合することにより、図２のような状
態にする。ついで、掃除機本体１を支柱用パイプ２に当接させることにより、掃除機本体
１の下面１ｂの前端に形成された図２における上向きの凹部１ｄに支柱パイプ２に設けら
れた図２における下向きのクランプフック１０を嵌合させれば、図１のように、掃除機本
体１の下面１ｂを前記支柱用パイプ２の外面に固定することができる。一方、掃除機本体
１を前記支柱用パイプ２から外すばあいには、クランプフック１０の解除ツマミ１０ａを

10

20

30

40

50

(3) JP 3732922 B2 2006.1.11



上方へスライドさせることにより、クランプフック１０を凹部１ｄから抜き、そののち、
前述の固着方法と逆の手順で外せばよい。
【００２３】
また、本実施例の電気掃除機は、図１および図５に示されるように、効率のよいスペース
活用などのためにアタッチメントの収容部分も改良している。
【００２４】
従来では、スキマノズルなどの付属のアタッチメントは、本体後部を凹ませて形成された
収納部に収納したり、本体やグリップ付近にリング状または筒状の収納用の別部品を取り
付けることにより収納したりしている。しかし、本体後部に収納すれば、アタッチメント
の収納位置が低くなり、アタッチメントを着脱するたびにしゃがむことになるため煩わし
い。一方、収納用の別部品を追加する必要があるとともに新たにスペースも必要となる。
【００２５】
そこで、図１および図５に示されるように、電源コード１２を巻き取るための支柱用パイ
プ２後側に設けられた相対する一対のコードラック１１ａ、１１ｂのあいだにスキマノズ
ル１３などのアタッチメントを収納することにより、効率よくスペースを活用することが
できる。また、アタッチメントを固定するための別部品を削減することができ、さらに、
グリップ７に近い場所にアタッチメント収納部を設けることにより使いやすくなる。
【００２６】
図５に示されるように、スキマノズル１３の下端をコードラック１１ｂから上方に突出す
る三角リブ１４に係止し、ついでスキマノズル１３の上端両側に突出された半球状の突起
１５をコードラック１１ａから下方に突出する三角リブ１４の孔１４ａに嵌合することに
より、スキマノズル１３をコードラック１１ａ、１１ｂのあいだに収納することができる
。また、コードラック１１ａ、１１ｂのあいだの支柱用パイプ２の外面にリブ１６、１７
を設けることにより、スキマノズル１３と支柱用パイプ２とのあいだに隙間を確保するこ
とができ、当該隙間を確保することにより、スキマノズル１３を取り外しやすくなる。
【００２７】
また、図１のように電気掃除機をアップライトとしての使用状態で使用するばあい、電源
コード１２をコードラック１１ａ、１１ｂからほどいて用いられる。このとき、電源コー
ド１２は、使用者の足元付近にのびてじゃまになるばあいがある。そこで、本実施例では
、図６～７に示されるように、電源コード１２をグリップ７に着脱自在に係合することに
より、電源コード１２が使用者の邪魔にならないようにしている。具体的には、グリップ
７内部に電源コード１２を保持するための少なくとも一対の爪部１８が対向するように設
けられている。かかる爪部１８に電源コード１２を係合することにより、図１の２点鎖線
で示されるごとく、電源コード１２は、グリップ７を始点として、ループを描いて着地す
るため、使用者の足元を邪魔することがなくなり、使い勝手がよくなる。なお、爪部１８
はグリップ７と別部材で構成してもよい。
【００２８】
【発明の効果】
本発明によれば、アップライトとしての使用状態においてホースが使用者に触れることな
くスムーズに使用することができる。しかも、ホースが使用者に触れないため、使用者は
不快感を感じることなく快適に掃除を行なうことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の電気掃除機の一実施例を示すアップライトとしての使用状態の電気掃除
機の斜視説明図である。
【図２】図１の電気掃除機のアップライトとしての使用状態に変形する途中の状態を示す
斜視説明図である。
【図３】図１の掃除機本体をハンディ状態で使用している状態を示す説明図である。
【図４】図１の電気掃除機を掃除機本体を支柱用パイプから外した状態に変形して使用し
ている状態を示す説明図である。
【図５】図１の支柱用パイプの後側にスキマノズルが取り付けられた状態を示す支柱用パ
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イプの部分拡大図である。
【図６】図１のグリップの部分拡大正面図である。
【図７】　 VII－ VII線断面図である。
【図８】従来の電気掃除機の正面図である。
【符号の説明】
１　掃除機本体
２　支柱用パイプ
３　ロータリーベンド
４　ロータリーパイプ
５　吸込口
６　ホース
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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